
Chapter 2

アトピー性皮膚炎の皮膚内部

発症のメカニズム

アレルゲン 
ダニ・ハウスダスト・食物などの
アレルギーの原因となる物質。

かゆみを感じる神経が伸び、かゆみを強く感じ
ます。皮膚をかき壊してしまうことで、皮膚の
バリア機能を低下させ、さらなる炎症をおこす
悪循環に陥ってしまいます。

かゆみと炎症の悪化サイクル

ダニ・ハウスダスト
食物などアレルゲン

かゆみ

アトピー性皮膚炎は、単一の原因ではなく、遺伝的素因と環
境因子が複雑に絡み合い、複数の要因が連鎖して発症します。

病態の根幹には、皮膚の「壁」としての機能が損なわれている状態があります。特に、角層
の水分保持に重要なフィラグリンというタンパク質や、細胞間を埋める脂質であるセラミド
が遺伝的に、あるいは炎症によって減少しています。この脆弱なバリアから、汗やホコリ、
ダニなどの外部刺激やアレルゲンが容易に侵入し、炎症の引き金となります。

侵入した刺激に対して、免疫系が過剰に反応します。特
に、ヘルパーT細胞（Th2）などが産生するインターロイキン
-4（IL-4）やインターロイキン-13（IL-13）といったサイトカイ
ンが主導する「2型炎症」が、アトピー性皮膚炎の炎症の中核
をなしています。これらのサイトカインは炎症を悪化させる
だけでなく、皮膚バリア機能をさらに低下させ、悪循環を生
み出します。

インターロイキン-31（IL-31）などの「か
ゆみサイトカイン」が感覚神経を直接刺
激し、強いかゆみを引き起こします。
かゆいから掻くと皮膚が物理的に破壊
され、さらなる炎症とかゆみメディエー
ターの放出を招き、それがまたかゆみ

を増強させるという「イッチ・スクラッチサイクル」に陥ります。慢性化
すると、神経線維が皮膚の表面近くまで伸び、通常ではかゆみを感じ
ないような軽い接触でもかゆみとして知覚される「神経感作」という状
態になります。精神的ストレスも、免疫系や神経系に作用し、かゆみ
を増強させる重要な悪化因子です。

皮膚の表面はきれいでも、皮膚の内部には炎症
が潜んでいる可能性があります。炎症は皮膚の
バリア破壊や、かゆみを引き起こします。

バリア機能が低下しています。アレルギーの原因
物質であるアレルゲンが進入しやすく、炎症やか
ゆみが広まりやすい状態にあります。
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皮膚バリア機能障害
（アウトサイド・イン）
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（インサイド・アウト）

2-3
かゆみの悪循環
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Th2細胞は2型ヘルパーT細胞、ILC2は2型リンパ球。どちらも免疫にかかわ
る細胞で、IL-4やIL-13といった炎症を引き起こしたり、バリア機能を低下させる。

サイトカイン
IL-4やIL-13など免疫細胞から作
られ、皮膚内部の炎症やバリア
機能を低下させる。
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